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① アイヌ文化の否定

５．アイヌ文化の危機、そして新たな発展

　欧米の国々からの圧力をきっかけに、江戸幕府がた

おれ新政府ができ、1868年、明治時代に入りました。

　日本は、ロシアの南下政策に対抗し、「蝦夷地」を

「北海道」としてはっきりと領土化します。アイヌ民族

は、日本とロシアという、近代化につき進む二つの国

の国づくり（とその争い）にまきこまれました。

　日本政府は、これまで、別の民族が暮らす場所とし

ていた北海道を、完全に「日本化」しようとしました｡

　これは、アイヌ民族の文化を否定することになりま

す。豊かな北海道の自然と共にあったアイヌ民族の暮

らしを､「未開地」の「野蛮な生き方」と決めつけ、北

海道を開拓することで「近代化」しようとしたのです｡

アイヌ民族の土地（　　）と、ほかの北

方民族が住む土地ごとの色分け。

（『アイヌの歴史と文化Ⅰ』より、改変）

現在、 日本政府が主張する「領土」の

関係。ロシア政府の主張、あるいはほ

かの国の見方はそれぞれ異なる。

第３章　十勝のアイヌ文化と川 － ５．アイヌ文化の危機、そして新たな発展

※１　領土化（りょうどか）：江戸時代末、1855 年の「日魯通好条約（にちろつうこうじょ

うやく）」によって、エトロフ（択捉）島とウルップ島の間が国境となった（樺太 〔から

ふと：サハリン〕に関しては確定されなかった）。明治８年（1875）の「樺太・千島交

換条約（からふとちしまこうかんじょうやく）」により、樺太はロシア領に、シュムシ

ュ島以南の千島列島が日本領となった。千島アイヌの人はどちらかの国籍を選ばされ、

それぞれ移住させられて故郷と伝統をうばわれ、命を失う人も出た。

小玉貞良画の「アイヌ章魚突の図」（部分）。男女とも「イヤ

リング」をつけている。　　　　　  （天理大学附属天理図書館蔵）

　明治４年（1871）、「戸籍法」ができます。それに合わせ、北海

道を管理していた役所である「開拓使」によって、伝統的なアイ

ヌ文化であった「亡くなった人の家を燃やすこと（カソマンテ：

死者に家を持たせる儀式）」「女性の入れ墨」「男性のイヤリング」

などが禁止され、日本語とその文字を覚えるよう強制されます。

　さらに明治９年（1876）ころには、アイヌ文化にはなかった名

字をつけるよう強制され、名前も和人風につけ直すよう指示され

ます。

　すべてが一気に進んだわけではありませんが、アイヌ文化、そ

してアイヌ民族としての存在が否定され、一方で、多くの和人が

持っていた「差別する気持ち」が強まっていきました。

風俗や名前の否定

　アイヌ文化では、家の土地や畑など以外、山菜・木

の実とりや狩りをする山野は、だれかが「所有する」

ものではなくて、個人やコタン（集落）などが「利用

する」ところ（イオル）でした。

　しかし、開拓使は、北海道のすべての土地を、和人

の私有地と日本国の土地（国有地）とにします。明治

10 年（1877）には改めて、アイヌの人々が持つ家や

農地までを、開拓使の管理地にします。

　アイヌ民族が、独自の暮らしをつくり上げてきた北

海道の大地が、基本的に和人の土地とされてしまった

のです。

土地もうばわれる
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エゾシカ（ユク）。先に石狩地方が開発されていったため、十勝に

シカが集まり、さらに和人のハンターらが集まることとなった。

第３章　十勝のアイヌ文化と川 － ５．アイヌ文化の危機、そして新たな発展

※２　帯広百年記念館（おびひろひゃくねんきねんかん）：帯広市緑ヶ丘 2番地　電話 0155 

- 24 - 5352　月曜日休館

※３　密猟（みつりょう）：法律などのきまりを破って狩りをすること。

※４　絶めつ状態（ぜつめつじょうたい）：明治 20年（1887）には、北海道全体で１千

800 頭しかとれなくなった。

冬のエゾシカ（ユク）。川に落ちてはい上がろうともがいている。

（写真：『十勝川写真で綴る変遷』より）

（上）しかけ弓「アマッポ」（帯広百年記念館：※２）。

（右円内） 「トリカブト （スルク）」の花。根から矢に

ぬる毒を取った。

　明治始めまで、十勝の産業（狩りや漁）については、商人

による支配・管理が続きました。アイヌの人たちは商人に獲

物を売り、あるいは漁場などにやとわれていました。

　開拓使は、北海道各地の商人支配をやめていきます。しか

し十勝では、ただ商人支配をやめるだけだと、アイヌの人々

がそれまでの暮らしを成り立たせられなくなります。また、

開拓使も、宿や道の管理者がいなくなるので困ります。

　明治８年（1875）に商人幹部６人とアイヌの代表７人とが

「十勝組合」をつくりました。

　十勝組合はシカ狩りや漁を管理し、発展しました。

　しかし、十勝のシカについて知った和人がきて、大がかり

な密猟をします。明治10年(1877）までのシカ狩り頭数は、

年に１万頭弱だったのが、次の年には４万頭も狩られました。

　十勝のシカは減っていきました。

十勝組合の管理と和人の密猟

　シカの数が減っていく中で、明治12年（1879）１、２月に

大雪が降り、エサをとれないシカが大量に死にました。

　和人の狩りは開拓使により禁じられましたが、守られません。

　さらに、明治13年（1880）に十勝組合が解散し管理が弱ま

ると、和人のハンターや毛皮商人が入りこみ、あたりまえのよ

うに密猟がおこなわれました｡（→ｐ158）

　明治15年（1882）の早春に、また大雪が降りました。雪に

足をとられたシカは、ハンターに殺されたり飢え死にしたりし

て、とても少なくなり、絶めつ状態だとまでいわれます。

　エゾシカという、アイヌ文化を支えてきた大きな柱が、あっ

という間に少なくなってしまったのです。

大雪によるシカの大量死

② 乱獲と大雪によるシカの 「絶めつ」
　必要な分だけとるアイヌ文化とちがい、和人的な商売

を目的とした狩りが進むと、シカ（ユク）がどんどんと

られます。北海道のシカは減っていきました。

　そのため、開拓使はシカのとりすぎ（乱獲）を防ごう

と、明治８、９年（1875、76）に規則を定めましたが、

乱獲は続きました。

　この規則では、伝統的なアイヌ民族の狩りの方法であ

る「しかけ弓」と「毒矢」が禁じられています。ここで

も、伝統的なアイヌ文化が禁じられたのです。

　一方、石狩地方の開発が進むにつれ、シカは十勝に集

まるようになりました。
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マレク（→ ｐ120）によるサケ漁（昭和初期撮影）。

（写真：木下清蔵写真資料より　財団法人 アイヌ民族博物館蔵）

（上）明治30年代末の晩成社小作人

の家（帯広市・水光園の近く）。

（『十勝川写真で綴る変遷』より）

（右）晩成社が入植したあたりの

今のようす。（帯広市・水光園）

（上）旧十勝川（今の浦幌十勝川）、十勝太

（浦幌町）でのサケ漁。明治の終わりころ。

（『十勝国産業写真帖・北海道庁』より）

　サケが河口などでとられすぎるから、川で産卵するサケが

減り、新たなサケが減る。しかし、漁業とその商売は発展さ

せたい。

　川をのぼったサケの漁が、制限されるようになりました。

　もともと、内陸で暮らすアイヌ民族にとって、川をのぼる

サケは大切な命のもとでした。自然のバランスをこわさない

で、ずっと長い間暮らしてきていたのです。（→ｐ135）

　和人の文化がそのバランスをこわしたのに、｢ツケ」をア

イヌの人々にはらわせることなったのです。

　明治 16 年 (1883）、札幌県 (→ｐ143）は十勝川をのぼっ

たサケの漁を禁止し、鉄砲を持った監視員を送ってきました。

サケの禁漁

　アイヌの人々は、秋にとったサケを１年分の食べ物と

していました。それがとれなくなったのですから、大変

困り、飢え死に寸前に追いこまれる人も出てきました。

　晩成社（→ｐ143）の人が大津の役場とかけ合います

が、わずかな米しか配給されず、木の皮を食べる人まで

いたといいます。大発生したバッタを駆除する仕事で、

飢えをしのいだ人もいたようです。

　明治17年(1885）、晩成社のうったえもあり、札幌県

は一時的に禁漁をゆるめ、アイヌの人々は一息つきます。

　しかし、シカ猟に続いて、アイヌ文化を支える大きな

柱である「川でのサケ漁」が、基本的にできなくなって

しまったのです。

飢えるアイヌの人々

※１　漁場解放（ぎょじょうかいほう）：十勝組合は、新しく和人が漁場をつくることを制

限していた。十勝組合が解散することで、和人による漁場づくりが進んだ。

※２　河口（かこう）：このころは、漁業としてのサケ漁も、おもに川の最下流部から河口

までの間でおこなわれていた。

※３　札幌県（さっぽろけん）：明治 15年（開拓使はなくなり、北海道は、札幌県・根室県・

函館県の３つの県に分けられた。十勝は札幌県にふくまれた（ただし足寄郡は根室県）。

③ 川でのサケ漁の禁止
　明治始めまでの「トカチ場所」の商人支配、明治 10

年 (1877) からの「十勝組合（→145）」による漁場開発

や管理、さらに、その後の漁場解放によって、河口や沿

岸の漁業は発展します。漁業の発展とは、サケなどの魚

やコンブなどをたくさんとれるようになることです。

　サケは川で生まれ、北太平洋で育ち、また生まれた川

に帰ってきて卵を産み、一生を終わります。

　河口でサケをたくさんとるということは、川に帰って

きたサケを減らすことであり、サケの産卵をジャマする

ことでもあります。

　かつてのアイヌ文化では、まずありえなかった「とり

過ぎ（乱獲）」がサケ漁でも起き、サケの数が減ってい

きました。

第３章　十勝のアイヌ文化と川 － ５．アイヌ文化の危機、そして新たな発展

（右）サケの採卵・受精（札内ふ化場）。

今では、漁師さんなどによるふ化、放

流によって、サケは増えてきた。
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※４　晩成社（ばんせいしゃ）：明治 16年（1884）、伊豆（いず：静岡県）から下帯広（帯

広市）に入植し、開拓を目指した農事会社。

※５　くんせい（燻製）：肉や魚をけむりでいぶし、長持ちするようにしたもの。（かおりや

味をつけるためにもおこなわれる）

※６　飢饉（ききん）：農作物などがあまりに不作なため（この場合はサケの禁漁のため）、食

べ物が少なくなり、人々が飢（う）え苦しむこと。

③ 川でのサケ漁の禁止

　　晩成社とアイヌの人々とサケ … 助けてもらい、手助けをした

　下帯広村（帯広市）に入植した晩成社とアイヌの人たちとの、サケやマスを通したかかわりを、晩成社幹部（依田勉三・鈴木銃

太郎・渡辺勝）による、日記や記録の中から見てみましょう。（やさしいことばに直してあります）

　明治15年（1882)、鈴木銃太郎は開拓準備のため、一行

より先に帯広で一冬をこします。その時の日記から。

明治15年８月４日

　アイヌの子どもに青貝ボン（ボタン）をあげて、白米

を５合（約0.9㍑）をあげる。その子が、ゴボウを持って

きてくれる。釣り針、糸などをあげる。彼がまたやって

きて、マスのくんせいをくれる。みそをあげる。元小屋

のアイヌの女性、マス半身をくれる。米を５合あげる。

10月14日

　夜、シモコツといっしょに、トレツ（人名）の家に行

く。みやげに大根菜カブを少し持っていく。ここで、ド

ブロク（にごった酒）と秋ザケをごちそうになる。

　帰りにモチャロク（村長の名前）の家に立ちより、秋

ザケ半身をもらう。

10月19日

　早朝、エトラスとアイランゲ（人名）が、それぞれ秋

ザケを持ってきてくれた。かわりにアイランゲがほしい

といったみそ一椀とソバをかり取ってあげる。

12月４日

　昨夜、アイヌのタカサルが泊まっていった。

　タカサルは、サケ15本を持ってきてくれた。干すため

の場所をつくる。一椀（ご飯？ 酒？）ふるまう。

（鈴木銃太郎の日記より）

　翌、明治 16 年 (1883) 春、晩成社の一行がやってきて、

本格的な移住が始まります。ところが、晩成社の人間が

火事を起こし、アイヌの人たちとの間によくない空気が

ただよいます。晩成社の報告書と渡辺勝の日記からです｡

明治16年５月11日

　開墾のために野に火をつけ、あやまって、アイヌの人

の倉庫を燃やしてしまった。（『北海道晩成社第二回報告

書』より）

５月15日

　アイヌの人たちは、私たちが入地するのを見ると、お

それ疑い、先を争ってどこかに去り、ただ村長のモチャ

ロク一家だけがふみとどまっている｡（中略）自分たちは

アイヌの人を守り、いろいろ教え、いっしょに開拓する

ことを希望するのみだと、村長を通じて伝えてもらった｡

（渡辺勝の日記より）

　何とか、関係は良くなりますが、今度はサケの禁漁が

決まります。次も、報告書と勝の日記からです。

11月26日

　札幌勧業課の役人が来た。下帯広村（帯広市）に宿泊

して、十勝川上流（河口近く以外のこと）でサケをつか

まえることを禁じ、また、２人の見張りを置いたので、

アイヌの人はもちろんのこと、晩成社の社員まで迷惑し

ている。（『北海道晩成社第二回報告書』より）

明治17年

　昨冬、役人からサケをつかまえることを禁じるとの命

令があったため、アイヌの人たちはだんだんと食べもの

がなくなり、飢饉が目の前にせまり、ただ、何もできず

死を待つかのようである。（渡辺勝の日記より）

同じ年

　大津（の役場）に行って助けをたのんでも、１戸につ

き、わずかに８升（約16.4㍑・米で約12㎏）しかもらえ

ず、往復の料金にしかならない。家に着けば、妻は病気

になり、子どもは飢え、どうすることもできず、最後は

木の皮を食べるようになっている。(渡辺勝の日記より）

同じ年

　アイヌ民族の村が飢饉である｡（中略）応急の救助を

して、一方で札幌県に申し立てた。(渡辺勝の日記より）

明治18年２月

　アイヌの人は、去年と同じように飢えている。これは、

サケをとれないためである。（『北海道晩成社第四回報告

書』より）

　晩成社の申し立てのためか、さすがにこのままではい

けないと思ったのか、札幌県は応急にサケの禁漁をゆる

めることになりました。

明治18年12月

　アイヌの人は、サケをたくさんとれたため、食べもの

不足もなく、大変喜び、落ち着いたようすを見せている。

（『北海道晩成社第四回報告書』より）

鈴木銃太郎の日記は『十勝開拓の先駆者 鈴木銃太郎日記とその人々（田所武編著）』より

渡辺勝の日記は『音更然別の開拓者渡辺勝翁日記抄（三原武彦編）』より

「帯広百年記念館 博物館講座　晩成社とアイヌの人びと」から
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アイヌの人の農業指導に使用された中足寄の建物。（明治

18年建築）　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真：『足寄町史』より）

アイヌの人々が山に向かうようす。アイヌのハンターにとって、山は豊か

な場所であり、迷って遭難することは、まずなかったという。

（平澤屏山 『蝦夷人山越えの図』　函館市中央図書館蔵）

札幌県によってアイヌの人への農業指導がおこなわれたところ（おおまか

な位置。地図は今のもの）。

　畑を開く場所は、「アイヌの人が好むところ」「水害にあわな

いところ」「交通の便があるところ」「土が肥えたところ」「用

水がいいところ」「暖かいところ」「マキが手に入るところ」を

考えて、十勝川と利別川ぞいに12ヵ所が決められました。

　このため、アイヌの人々が住むところは大きく変わることにな

り、十勝川上流のコタンからは、しばらく人がいなくなりました。

　明治21年（1888）には、264戸が合わせて200町歩あまり（およ

そ200 ㌶＝２㎞ 2）を開きましたが、この年で事業は終わりました｡

　アイヌの人々は、この事業によって一時的に農業にたずさわり

ましたが、多くの人は農業になじまず、狩りや漁場でやとわれる

生活にもどりました。

４年で終わった農業指導

　アイヌのハンターの話では、「山は豊かな場所であり、

迷って遭難するような場所じゃない」ということです。

　アイヌの人たちにとって、生きる基本は、川や海で魚

をとり、山野で植物採集や狩りをすることです。そして､

農耕はそれをおぎなうものでした。

　札幌県などは、アイヌの人たちを「保護」しようとし

ました。

　しかし、それは、アイヌ民族の生活する川や山野をう

ばった上で、農業を中心とした暮らしをさせ、お金もう

けをさせることです。つまり、アイヌ文化を否定した上

で、和人化させることでした。

　相手の文化や考え方を尊重しない「保護」は、ただの

「おしつけ」に過ぎなかったのかも知れません。

「保護」 は、おしつけだったのか

※１　根室県・札幌県（ねむろけん・さっぽろけん）：明治 15～ 18 年、北海道は札幌県・

根室県・函館県の３県に分けられていた。また、明治時代から戦後まで、足寄郡（今の

足寄町東部と陸別町）は、釧路地方の一部であった。そのため、足寄郡は根室県に、そ

の他の十勝は札幌県に入れられていた。（→ｐ156・ｐ157・ｐ143）

※２　中足寄で（なかあしょろで）：アイヌの人々は、ほかのコタンから中足寄に集められた。

しかし、他地域の人となじまなかったり、病気がはやったりしたため、次の年（明治 17

④ 農民化と 「保護」 そして 農地改革
　文化が否定された上、サケ漁やシカ猟という生活の柱

もうばわれたアイヌ民族は、場合によっては生きること

すら困難になりました。

　明治16年（1883)、根室県は中足寄（足寄町）で、飢

えや生活苦からの救済などを目的に、アイヌの人たちに

対する農業指導をおこないました。

　明治18年（1885）には、札幌県も、十勝各地でアイヌ

民族に農業指導する事業を始めました。

　十勝の指導リーダーは栂野四男吉で、そのほか宮崎濁

卑などの和人の指導者（勧農係）５人と、モチャロクな

どのアイヌの村長６人が力を合わせて、アイヌの人たち

に農業指導することになりました。

第３章　十勝のアイヌ文化と川 － ５．アイヌ文化の危機、そして新たな発展
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年〔1884〕）からは、それぞれが希望する土地で農地づくりがおこなわれた。さらに次

の年には中足寄に出張所ができ、指導・保護が続けられたが、明治 22年（1889）に出

張所が廃止されると、多くが農業からはなれた。

※３　帯広百年記念館（おびひろひゃくねんきねんかん）：帯広市緑ヶ丘 2番地　電話 0155 

- 24 - 5352　月曜日休館

④ 農民化と「保護」そして農地改革

大正10年（1921）の帯広伏古コタンのチセ（家）（帯広市北）。　

（写真：帯広百年記念館蔵：※３）

　十勝組合や、また、おしつけとはいいながらも、開拓

使や札幌県などは、アイヌ民族に財産と農地としての土

地を残し、あたえようとしてきました。

　明治25年（1892）ころから、和人の開拓者が増え始め

ます。そして明治29年（1896)、殖民地貸し付けが始ま

り、一気に開拓者が押し寄せます（→ｐ162)。

　多くのアイヌの人たちは、複雑になった産業としての

農業になじめないため、自分の土地を開拓者たちにとて

も安く貸してしまい、土地を失っていきます。

　明治32年（1899）になると、｢北海道旧土人保護法」が

でき、アイヌ民族に対して教育や医療を保証し、また、

新たに農地をあたえることになりました。

開拓者がやって来る

上士幌町の東泉園は、アイヌ民族が持ち続けることができたた数少

ない土地の一つ。

　「保護法」であたえられた土地は、すでに開拓者がいいと

ころを取ったあとなので、斜面であったり、ほとんど河原で

あったりと、多くが悪い土地でした。

　さらに、その中でも多少ましな土地は、ずるい和人によっ

て、とんでもなく安く借りられ、耕作権がうばわれます。

　昭和20年(1945）、太平洋戦争に日本が負け、政治改革が

おこなわれ、｢農地改革」がおこなわれます。実際には農業に

かかわっていない「大地主」から、農地を借りて耕作をおこ

なってきた「小作人」に、農地を分けることになったのです。

　土地を持っていた多くのアイヌの人たちが、この「農業に

かかわっていない大地主」と見なされました。かろうじて残

っていた「アイヌの土地」の多くが、和人の土地になってい

きました。（→ｐ185）

所有権すらうばった「農地改革」
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　例えば、伏根弘三（アイヌ名：ホテネことチヤンラロ

：1874～1938) は宮崎濁卑らについて農業を学び、開拓

事業に力を入れ、30人の和人を使って農業経営に成功し

ました。

　弘三は、アイヌの人たちが土地を和人の手によって失

っていくのに心を痛め、民族の団結、禁酒、教育の大切

さをうったえます。

　アイヌの若者を援助して、函館の学校に入学させます｡

また、明治34年 (1901）には帯広市街の自宅に子どもを

預かり、和人教師をまねいて塾をつくります。

　さらに、函館・札幌・小樽などをまわって援助を受け､

明治35年 (1902)、伏古（帯広市北）に教育所をつくり

ました。その土地、校舎、器具などは自分の財産を使っ

て提供しました。

　さらに全国をアイヌの仲間とまわって、寄付を得て、

教育所を続け、明治37年（1904）には、公立の第二伏

古尋常小学校の設立にも成功しました。

　そのほか、上京して「保護法」の改正をうったえるな

ど、アイヌ民族の暮らしをよくし、権利を取りもどすた

め、努力をし続けました。

農業経営に成功したアイヌの人もいる … アイヌ教育にもつくした伏根弘三
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さ っ ぽ ろ け ん ざ い さ ん

わ   じ ん か い た く し ゃ

か い た く し ゃ

か い た く し ゃ

い  りょう ほ  しょう

ほ     ご   ほ う か い た く し ゃ

し ゃ め ん

わ   じ ん

こ う さ く け ん

た い へ い よ う せ ん そ う せ い   じ   か い か く

の う   ち   か い か く じ っ さ い

お お   じ   ぬ し

お お   じ   ぬ し

わ   じ ん

こ う さ く

こ   さ く に ん

か  わ  ら

か

ほ っ か い ど うきゅうど  じ ん   ほ    ご   ほ う

ふ く ざ つ

お　　　   よ

しょくみ ん  ち か　　　　つ

ふ は じ

し

と   か ち く み あ い か い た く

お び ひ ろ ふ し こ

かみしほろち ょ う と うせんえん

お び ひ ろ し き た

か い 　た く 　し ゃ

し ょ　  ゆ う　 け ん の う     ち    か い   か く
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十勝にとどまらず、全国各地でアイヌ文化を表現し続ける 「帯広カ

ムイトウウポポ保存会」。「2005イオルフォーラム」での公演。

上士幌町・東泉園では、上士幌ウタリ文化伝承保存会の人たちが、儀

式、漁、工芸、アイヌ植物園など、さまざまな面からアイヌ文化を守って

いる。

幕別町蝦夷文化考古館は、吉田菊太郎さんが先祖の残した民具や宝物を

保存しようと、昭和34年（1959）につくり上げた資料館。（151ページ）

　平成９年（1997)、問題の多かった「保護法」にかわって､

「アイヌ文化振興法」が制定されました。

　これは、｢アイヌ文化をさかんにし」「伝統などに関する

知識を広め」「アイヌの人々の民族としての誇りが尊重され

る社会を実現しよう」とする法律です。

　自分が慣れた文化だけを「十勝の文化」「日本の文化」と

するのではなく、アイヌ文化も和人の文化も、さまざまな地

方文化、新しい文化、古い文化も（さらには移住してきた外

国の人の文化をも）尊重し、育てていくことが、豊かな暮ら

しをつくっていくことになるのではないでしょうか。

アイヌ文化振興法

　「イオル」とは、もともと、コタン（集落）を中心とし

た、魚とりや狩り、植物採集をおこなうための地域のこと

をいいます。

　そうしたアイヌ民族の生活を支えてきた自然環境に加え

て、伝統的な儀式や伝説など心の文化もふくめた「伝統的

な暮らしの場」を守り、伝え、育てていくことを「イオル

の再生」と呼んでいます。

　このイオル再生のために、白老町を中心として、平取町

・新ひだか町静内・札幌市・旭川市・釧路市、それに十勝

が「地域イオル」として選ばれました。

「イオル」の再生

※１　アイヌ文化振興法（アイヌぶんかしんこうほう）：正式には「アイヌ文化の振興並び

にアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する法律」。

⑤ アイヌ文化の新たな発展
　こうして伝統的なアイヌ文化は、北海道の「日本化」

が進む中で否定され、和人のバカげた差別もあって危機

をむかえました。

　しかし、そんな中でもアイヌ民族の生活を守り、伝統

的な文化を残していこうという人々が、努力を続け、手

をにぎりあっていきました。

　団結・教育・禁酒を説く、農産物の保存を広める、塾

や学校を作る､「保護法」の改正を政府などにうったえる､

ウポポ（歌）やリムセ（おどり)、ムックル、トウイタク

（昔話）を伝える、アイヌ文化財を集めて保存し復元す

る、伝統的な生活や祭り・カムイノミなどの儀式を続け

る、アイヌ民族の現状を広くうったえる、伝説や地名を

研究する、団体をつくる、政治家になる、などいろいろ

な角度から、アイヌ文化が守られてきました。(→ｐ149)

第３章　十勝のアイヌ文化と川 － ５．アイヌ文化の危機、そして新たな発展

　　使われてきたさまざまな民具

蝦夷文化考古館

十勝川
温泉

十
勝
中
央
大
橋

途別
川→

十 勝 川 →

十勝
 エコロジー
　　  パーク

ひ   て い わ   じ ん さ   べ つ き      き

で ん と う て き

で ん と う

だ ん け つ き ん し ゅ ほ   ぞ ん

ほ   ぞ ん ふ く げ ん

で ん と う て き ぎ   し き

げんじょう

ほ     ご   ほ う

ぶ ん  か   し ん こ う ほ う せ い て い※１

で ん と う

ち   し き

しゅうらく

か しょくぶつさいしゅう ち   い き

さ さ し   ぜ ん かんきょう

で ん と う て き ぎ   し き

く

さ い せ い

さ い せ い し ら お いちょう び ら と りちょう

し ん ちょうし ず な い さ っ ぽ ろ   し あさひかわ   し く し   ろ     し

ち   い き

よ

で ん と う て き

じ つ げ ん ほ う り つ

な

わ   じ ん

い じゅう

そんちょう ゆ た く

ほ こ そんちょう

だん たい せ い   じ     か

じゅく

ほ     ご   ほ う せ い   ふ

ぶ ん   か   ざ い

て き

まくべつちょう え ぞ ぶ ん か こ う こ か ん よ し だ き く た ろ う せ ん ぞ たからもの

ほ ぞ ん し り ょ うかん

ひょうげん

ほぞんかい

かみしほろち ょ う と う せ ん えん

しょくぶつえん

か み し ほ ろ ぶ ん か で ん し ょ う ほ ぞ ん か い ぎ

こうげいし き

こ う え ん

おびひろ

ぶ ん    か     し ん  こ  う   ほ  う

さ い   せ い

は　っ　　て　ん

え ぞ ぶ ん か こ う こ か ん
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※２　帯広百年記念館（おびひろひゃくねんきねんかん）：帯広市緑ヶ丘2番地　電話 0155 

- 24 - 5352　月曜日休館

※３　リウカ：アイヌ語で「橋」の意味。

※４　文字（もじ）：文字は、支配者が生まれることによって必要とされるといわれている。

現在、日本には文字によるさまざまな文化が生まれているが、もともと日本には独自の

文字はなく、基本的に中国の漢字を輸入して利用した。かなも、もとは漢字である。

⑤ アイヌ文化の新たな発展

　　使われてきたさまざまな民具　　使われてきたさまざまな民具　　使われてきたさまざまな民具 … 幕別町蝦夷文化考古館

　蝦夷文化考古館は、吉田菊太郎（アイヌ名アリトムテ：1896

～1965）さんが、晩年、アイヌ民族の伝統的な道具や着物が身

近なところから消えていくのを悲しみ、先祖が残した民具や宝

物を保存しようと、つくった資料館です。昭和34年（1959）の

ことでした。

　菊太郎さんは、チロットコタン（幕別町）のリーダーであり､

十勝の、そして北海道のアイヌ民族の指導者でもありました。

　蝦夷文化考古館では、アイヌの人たちが実際に使っていた、

うるしぬりのシントコやイタンキなどの器、チタルぺ（ゴザ)、

刀、弓矢、マレク、チプ（丸木舟）、衣服…　といったさまざま

な生活用品や宝物、それに写真などを見ることができます。

　昭和40年（1965）に菊太郎さんが亡くなると、遺族の方が建

物と収蔵品すべてを幕別町に寄付しました。

　そのほか、各市町村の博物館などでも、アイヌ文化に関する

展示を見ることができます。

　帯広百年記念館に

は、アイヌ民族文化

情報センター「リウ

カ」があり、本やビ

デオなどに記録され

た映像、音、あるい

は遊びなどを通して､

アイヌ文化にふれる

ことができます。

幕別町蝦夷文化考古館の展示。

幕別町蝦夷文化考古館の展示。

幕別町蝦夷文化考古館

の位置。幕別町字千住

アイヌ民族文化情報センター「リウカ」（帯広百年記念

館）。リウカとは「橋」の意味。

　かつての伝統的なアイヌ社会では、語り（口承）によ

って歴史が伝えられ、文字による記録は残されていませ

ん。伝わるうちに、少しずつ変わることもあるでしょう。

　一方、当時のできごとについて文字で記録されたもの

は、和人か外国人のものになります。どんな観察者でも、

自分の社会の見方にしばられ、また、自分（たち）に都

合よく記録することがあるので、記録を見る時には注意

が必要です（現代の本、教科書やこの本でもそうです)。

　ソパウスとその子中村要吉（イベツカレ）など、アイ

ヌの人の語り伝えによると、およそ400年くらい前、十勝

内陸部には、古くからの一族（村長：チパイコロ）が帯

広に、北見系の一族（村長：シャガニ）が音更に、そし

て石狩系の一族（村長：モザルク）が札内にいたといい

ます。（『帯広市史 平成15年編』より）

　文字による、十勝のアイヌ民族についての最も古い記

録は、オランダの探検家フリースの『日本北東航海旅行

記』にあります。

　1643年、オランダ東インド会社のフリースが指揮する

船カストリクム号は、日本周辺の金・銀を調査中でした。

　フリースたちは十勝沖で停泊中、少年１人をつれたア

イヌの男性２人の舟に出会いました。

　記録によると､「彼らは北西を指し、自分たちはそこに

住み、そしてそこはタカプチと」いうと教えてくれます｡

また、「彼らはあらい麻布を着、その上の衣服は毛皮製

であった」と記されています。（『1643年 アイヌ社会

探訪記（北構保男）』より）

十勝のアイヌ民族に関する口承と記録 … 語り伝えと文字

い
な
し
べ
つ

蝦夷文化考古館蝦夷文化考古館蝦夷文化考古館

十勝川十勝川
温泉温泉

十
勝
中
央
大
橋

十
勝
中
央
大
橋

途別
川→

途別
川→

十 勝 川 →
十 勝 川 →

十勝十勝
 エコロジー エコロジー
　　  パーク　　  パーク

十勝
 エコロジー
　　  パーク

十勝川
温泉

十
勝
中
央
大
橋

途別
川→

幕
別
町

音更町

ま  く べ つ  ちょう　　え　　 ぞ　  ぶ ん   か　　こ う　　こ　　か ん

え     ぞ   ぶ ん  か   こ う  こ   か ん

え    ぞ   ぶ ん  か   こ う  こ  か ん

よ し   だ   き く   た   ろ う

ば ん ね ん で ん と う て き

せ ん   ぞ たから

たからもの

し りょうか ん

き く   た   ろ う

き く   た   ろ う

しゅうぞう ひ ん ま く べ つちょう き      ふ

て ん   じ

お び ひ ろひゃくね ん  き   ね ん か ん

み ん ぞ く ぶ ん  か

じょうほう

え い ぞ う

は く ぶ つ か ん

い   ぞ くな

ま く べ つちょう

し   ど う し ゃ

じ っ さ い

うつわ

ま る   き   ぶ ね

も の ほ   ぞ ん

でん とう てき

わ  じ ん

ご う

げん だい

なか むら よう きち

お びむら おさ

むら おさひ ろ き た  み  け い

むら おさ さつ ないいし かり けい

おと ふけ

きょうか  しょ

つ

こうしょう

たん けん  か

し    き

ちょうさちゅう

と  か ち おき てい はくちゅう

あさ ぬの け  が わ せい

ふ ね

ひがし がい しゃ

き

に  ほ ん ほく とう こう かい りょ こう

こ う  しょう

※２

※３

※４

※４

まくべつちょう え ぞ て ん じぶ ん か こ う こ か ん

まくべつちょう

みんぞ くぶんかじ ょ うほ う

か ん

おびひろひゃ くねんきねん

え ぞ て ん じぶ ん か こ う こ か ん

まくべつちょう

まくべつちょう あざせんじゅう

え ぞ ぶ ん か こ う こ か ん

え ぞえ ぞ ぶ ん か こ う こ か んぶ ん か こ う こ か んえ ぞ ぶ ん か こ う こ か ん




